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大規模小売店舗立地法に基づく新設届

「サンドラッグ中山台店」概要

1 大規模小売店舗の名称、所在地 サンドラッグ中山台店
青葉区芋沢字吉成山１８

－２２

2
大規模小売店舗を設置する者の氏

名、住所
株式会社サンドラッグ

東京都府中市若松町１丁

目３８番地の１

3
大規模小売店舗において小売業を行

う者の氏名（名称）、代表者、住所

株式会社サンドラッグ

代表取締役社長

才津 達郎

東京都府中市若松町１丁

目３８番地の１

4 大規模小売店舗の新設をする日 平成２５年６月１７日

5 大規模小売店舗内の店舗面積の合計 １，２７２㎡

6 大規模小売店舗の施設の配置に関する事項

① 駐車場の収容台数 ４４台

② 駐輪場の収容台数 ４０台

③ 荷さばき施設の面積 ２２．８㎡

④ 廃棄物保管施設の容量 ８．３８㎥

7 大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項

①
小売業を行う者の開店時刻及び閉店

時刻
株式会社サンドラッグ ９：００～２１:３０

②
来客が駐車場を利用することができ

る時間帯
８：４５～２２：００

③ 駐車場の自動車の出入口の数 ２箇所

④
荷さばき施設において荷さばきを行

うことができる時間帯
６：００～２１：３０

8 届出年月日 平成２４年１０月１６日

資料１
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住民説明会の実施状況及び質疑事項等

大規模小売店舗の名称 サンドラッグ中山台店

説明会の日時・出席人数 平成 24 年 11 月 22 日（水）

１回目：16:00～17:00 ８名

２回目：18:00～19:00 ５名

３名

説明会の会場 南吉成コミュニティセンター

（仙台市青葉区中山台一丁目１０番地の５）

質疑等

【１回目】

Ｎｏ 意見陳述 回答

１ 店の奥が増えるための届出ですか？ そうなります。建物の大きさは変わりませ

んが、売り場が約７０坪くらい増えます。

２ その増やした分でお酒は扱うのですか？ 一つの商品の種類がより充実し、スペース

が空くようであれば考えています。

３ 売り場が増えるが、店の出入口も増えるの

ですか？

店舗周辺に段差もあるため、店の出入口

は変わりません。

４ 敷地北側の歩道が冬凍結するので、ロー

ドヒーティングをして貰えないか？

公道という事もある為ロードヒーティングは

不可。当社として融雪剤まく必要があると

判断した場合は検討してます。

５ 売り場が増えたら、商品が増えるのです

か？

今置いてある商品の種類が増えると言うイ

メージになります。

【２回目】

Ｎｏ 意見陳述 回答

１ 今の店の品物以外は何が増えるのです

か？

今置いてある商品の種類が増えると言うイ

メージになります。

２ 飲料水等があるのも助かるのですが、野

菜などがあると助かります。

色々なノウハウがあるので一概には言え

ないのですが、ご意見として社内には上げ

ます。

３ 売り場を増やすことで、工事のために休む

のですか？

基本的は商品棚の移動と商品補充になる

と思うので、休んでも１日くらいかと思いま

す。
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：交通部会 課 名：道路管理課

店舗名 サンドラッグ中山台店

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

店舗計画に係る協議については交通管理者（宮城県警本部交通規制課），交通政策

課も含め協議を行った。

・当該地区は「仙台市自転車等駐車場の附置及び建設奨励に関する条例」（以下「附

置条例」という。）の指定区域（商業地域，近隣商業地域）でないことから，立地法

解説等による参考値（店舗面積 35 ㎡当り 1 台）を基に算定し，附置条例の設置基準

を参考に自転車・原付自転車（・自動二輪）の駐輪台数及び駐輪場の設置を指導し

た。

・自転車駐輪場が店舗建屋と歩道の間であり自転車標準長より狭いことから斜め駐

輪を誘導するよう路面表示を指導した。

・来退店交通計画の検討では，既存店舗（店舗面積 1000 ㎡未満）として営業してい

ることから，現状の来退店交通量（指針値の２倍以上）に増床割合を加算し検討を

行い，店舗出入り口箇所及び隣接交差点では交通容量未満であり渋滞は発生しない

と予想される。

市の意見

の有無
無し

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：交通部会 課 名：交通政策課

店舗名 サンドラッグ中山台店

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

駐車場について、大店立地法、駐車場法に基づいた指導を行い、以下につ

いて確認した。

・変更後の駐車台数について，大店立地法指針値からの算出により必要

駐車台数を満足していること。

・設置台数のうち３割以上を６ｍ駐車マスとして確保し，そのうち，身

障者用駐車マスも確保されること。

・駐車場の構造等について駐車場法上の基準を準用していること。

・車路において一時停止すべき箇所を明確にするよう指導し，停止ライ

ンが路面標示されること。

・駐車施設内通路の一方通行部分に関して，案内誘導表示が路面標示さ

れること。

・歩行者の安全確保のため，路面標示による歩行者通路が設置されるこ

と。

・荷さばき施設において安全確保の観点から，営業時間内に作業する場

合，誘導員を配置すること。また，一般車が進入しないように路面標

示されること。

・駐車場出入口の管理について，閉店後は閉鎖されること。

市の意見

の有無
有り 無し

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：騒音・照明部会 課 名：環境対策課

店舗名 サンドラッグ中山台店

検討経過

及び内容

（住民等の

意見に関す

る検討を含

む。）

設置者と協議を行い，騒音の予測を行った。(予測地点は別紙を参照)

騒音の総合的な予測における，各予測地点での等価騒音レベル（昼間・夜間）の

予測結果は，表１のとおりであった。

表１ 等価騒音レベルの予測結果

昼間 夜間 昼間 夜間

A (1階) 41 19

A (2階) 41 19

B (1階) 46 14

B (2階) 46 14

C (1階) 52 13

C (2階) 50 13

D (1階) 49 15

D (2階) 49 15

E (1階) 48 20

E (2階) 48 20

F (1階) 44 30

F (2階) 44 30

G (1階) 41 28

G (2階) 41 28

55 45

予測地点 地域類型
等価騒音レベル（ｄB） 環境基準（ｄB）

Ｂ類型
第二種住居地域

Ａ類型
第一種低層

住居専用地域

すべての予測地点において，昼夜とも環境基準を下回る予測であった。

また，敷地境界上の各予測地点における，夜間に発生する騒音レベルの最大値予

測結果は，表２のとおりであった。

表２ 夜間に発生する騒音毎の最大値予測結果

予測地点
最大騒音

レベル（ｄB）
規制基準（夜間） 発生源

a (音源高さ) 44
45dB以下
第２種区域

第二種住居地域
冷凍室外機

すべての予測地点において，夜間の規制基準を下回る予測であった。

以上により，店舗から発生する音による周辺生活環境へ与える影響は少ないもの

と考える。

夜間照明については，駐車場照明の位置図を精査したところ，外に洩れる光はわ

ずかであり，周辺の生活環境への影響は少ないものと考える。

よって，市の意見を提示する理由はないとした。

意見の有無 有り 無し

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：廃棄物部会 課 名：廃棄物管理課

店舗名 大和リース貸店舗

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

廃棄物等に関する処理計画の審査について

指針に基づく廃棄物等の予測排出量を保管可能な廃棄物保管施設の計画である

かなどについて協議を行った。

１ 廃棄物等の排出量等の予測

「大規模小売店舗を設置するものが配慮する事項に関する指針」に基づき、廃

棄物の種類ごとに排出量を算出し、保管施設を計画する上での廃棄物等の排出量

を適正に予測している。

※ 保管計画容量 13.970 ㎥ ＞ 排出予測量 10.995 ㎥

２ 廃棄物の減量・リサイクル計画

再資源化の可能なものについては、積極的に資源化に取り組む計画となってい

る。

３ 廃棄物保管施設の計画

廃棄物等保管施設の設置については、建物外「敷地内」に１施設設置する計画

であり、排出予測量を十分保管できる。

※ 大和リース 計画保管施設容量 13.970 ㎥ ＞ 必要容量 10.995 ㎥

※ 指摘事項 ごみ集積施設設置に関する事前協議を泉環境事業所と行なうこ

と。

４ 廃棄物の運搬・処理方法等

廃棄物の運搬については、許可業者に委託し、廃棄物保管施設に保管できる容

量及び発生量を考慮した収集頻度を計画しており、問題はない。

以上のことを確認し、協議終了とした。

意見の有無 有り 無し

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：廃棄物部会 課 名：廃棄物管理課

店舗名 サンドラッグ中山台店（新設）

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

廃棄物等に関する処理計画の審査について

指針に基づく廃棄物等の予測排出量を保管可能な廃棄物保管施設の計画である

かなどについて協議を行った。

１ 廃棄物等の排出量等の予測

「大規模小売店舗を設置するものが配慮する事項に関する指針」に基づき、廃

棄物の種類ごとに排出量を算出し、保管施設を計画する上での廃棄物等の排出量

を適正に予測している。

※ 保管計画容量 8.38 ㎥

２ 廃棄物の減量・リサイクル計画

再資源化の可能なものについては、積極的に資源化に取り組む計画となってい

る。

３ 廃棄物保管施設の計画

廃棄物等保管施設の設置については、建物内に設置する計画となっていて必要

保管容量を満たしている。また、ライン引きの上ごみラックごとに分別表示プレ

ートを設置し保管する計画となっている。

※ 保管計画容量 8.38 ㎥ ＞ 必要容量 6.52 ㎥

４ 廃棄物の運搬・処理方法等

廃棄物の運搬については、許可業者に委託し、廃棄物保管施設に保管できる容

量及び発生量を考慮した収集頻度を計画しており、問題はない。

以上のことを確認し、協議終了とした。

意見の有無 有り 無し

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：街並みづくり部会 課 名：都市景観課

店舗名 サンドラッグ中山台店

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

当該店舗は、内部の売場面積の変更であり、外観については変更を生じないと説

明をうけております。

現在の外観につきましては、当該店舗が位置しております仙台市｢杜の都｣景観計

画による市街地景観のゾーンの郊外住宅地ゾーンの景観計画の基準には、概ね合致

していることを確認いたしました。

屋外広告物については、店舗同様に現存の広告物をそのまま使用する計画であり、

既に屋外広告物条例に従い手続きをしていると報告を受けております。なお、今後

屋外広告物の掲出がある場合は、周辺の街並み景観に配慮して計画をするよう指導

いたしました。

大規模小売店舗立地法に係る協議については、既設店舗であり、外観の施行及び

変更が生じないこと、現在の外観についても仙台市｢杜の都｣景観計画に概ね適合し

ていることを確認したことから、協議は不要と判断いたしました。

市の意見

の有無
有り 無し

意見の内容
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仙台市大規模小売店舗立地法運用協議会各部会における検討経過及び内容

部会名：街並みづくり 課 名：百年の杜推進課

店舗名 サンドラッグ中山台店

検討経過

及び内容

（住民等の意

見に関する検

討を含む。）

杜の都の環境をつくる条例の適用外案件となり、緑化義務は生じないが、協議の上

緑化を実施することとした。

１ 緑化計画面積等

敷地面積
緑化計画面

積
緑化率

4,235.88 ㎡ 131.30 ㎡ 3.10％

２ 緑化内容

駐車場内に植栽（芝）を計画している。

また、沿道部に植栽（芝・低木）を計画し，接道部緑化に努めた内容となってい

る。特に交差点付近に中木を配置して緑量を確保し，街並みや景観に対し配慮し

ている。

市の意見

の有無
有り 無し

意見の内容


